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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふ れる村をつくります。
１．健康と安全を心 がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。

編集と発行／〒０３９ぺ／青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０佐井村役場企画財政課 容Ｏ恆（３８）２仰

ラ

ブ

リ

ー

さ

い

発

送

式

六
月
二
十
三
日
、農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

今 月 の 紙 面

２～ ３ むらの話題

４～ ５ お知らせ

６～ ７ 国保のしおリ

８～ ９ 教育だより

１０～月 交毋だよリ

１２～１３ イ呆健婦だより

１４～巧 税務だよリ

年金だよリ

１６ 戸籍の窓



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

元
気
い
っ
ぱ
い

保
育
所
大
運
動
会

六
月
二
十
六
日
、
佐
井
村
保
育
所
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
を
か
け
回
る
子
ど
も
た
ち
に
負
け
じ
と
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

健
康
に

つ
い
て
考
え
よ

う

禁
煙
教
育
の
開
催
－

七
月
八
日
ア
ル
ザ
ス
に
お

い
て
、
管
内
小
・
中
学
生
と

関
係
者
約
三
百
人
が
集

い
。

「
た
ば
こ
と
愛
」
と
題
し
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
未
成
年
者
に
よ
る
喫

煙

が
問
題
化
し
て
お
り
、
成

長
期
に
お
け
る
喫
煙
が
な
ぜ

悪

い
の
か
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
、
学
校
保
健
会
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

講
師
は
、
む
つ
保
健
所
長

の
椎
葉
茂
樹
先
生
で
、
今
年

の
五
月
に
厚
生
省
か
ら
赴
任

し
て
き
た
若

い
先
生
で
す
。

自
ら
の
体
験
と
実
例
を
あ
げ
、

た
ば
こ

が
な
ぜ
体
に
悪

い
の

か
と
い
う
話
に
、
子
供
た
ち

は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
老
人

給
食
サ
ー
ビ
ス

六
月
二
十
九
日
、
佐
井
村

食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な

さ
ん
が
、
一
人
暮
ら
し
の
老

人
の
方
々
に
給
食
弁
当
の
サ
ー

ビ
ス
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

一
面

目
。
「
『
老
人
の
方
々
に

喜
ん
で
も
ら
え
た
の
が
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
』
と
い
う

意
見
が
多
か
っ
た
の
で
ぜ
ひ

継
続
し
て
や
り
た
い
」
と
会

長
の
川
岸
キ
ョ
子
さ
ん
が
先

頭
に
立
ち
、
今
年
度
も
七
十

五
食
分
を
準
備
。
首
を
長
く



策
三
十
二
回

健
康
づ
く
り

佐
井

村
民

体
育
大
会

初
夏
の
青
空
の
中
、
佐
井
中
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
第
三
十
一
回

村
民
体
育
大
会
が
七
月
四
日
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
原
田
か
ら
牛
滝
ま
で
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
。

徒
走
や
リ
レ
ー
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
競
技
者
は
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

し
て
待
っ
て
い
た
老
人
に
、

そ
の
日
の
う
ち
に
宅
配
し
、

う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
で
む
か

え
ら
れ
ま
し
た
。
「
ま
た
こ

の
次
も
続
け
た
い
」
と
語
る

推
進
員
も
多
く
、
こ
の
秋
に

二
回
目
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

青
森
県
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

下

北

地

区

大

会

「
こ
の
熱
戦

見
せ
よ
仲

間
に

伝
え
よ
孫
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
老
人
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
七
月
六
日
、
東

通
村
北
部
中
学
校

グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、
下
北
郡
内
の

お
年
寄
り
約
七
〇
〇
人
が
、

青
空
の
下
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

佐
井
村
チ
ー
ム
は
、
早
朝

出
発
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
各

種
目
ご
と
に
得
点
を
重
ね
十

六
回
目
に
し
て
初
め
て
優
勝

し
ま
し
た
。



リ

フ

ト

バ

ス

配

置

さ

れ

る

佐
井
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
あ
す
な
ろ
」
に
こ
の

ほ
ど
リ
フ
ト
バ
ス
が
配
置
さ
れ

ま
し
た
。
車
体
に
青
地
で
「
あ

す
な
ろ
」
と
書
か
れ
た
こ
の
バ

ス
は
二

干

三
人
乗
り
（
う
ち

車
イ
ス
席
二
）
で
、
主
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

今
ま
で
、
身
体
障
害
者
の
方

々
に
は
、
乗
降
の
際
、
不
便
を

お
か
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
後

部
ド
ア
か
ら
リ
フ
ト
で
車
イ
ス

の
ま
ま
乗
入
れ
が
で
き
、
今
後

こ
れ
ら
の
不
便
さ
も
解
消
で
き

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

特
別
保
証
制
度
四
ご
あ
ん
な
い

村
で
は
、
地
域
中
小
企
業
者

の
経
営
の
安
定
と
発
展
の
た
め

に
必
要
な
事
業
資
金
に
つ
い
て

青
森
県
信
用
保
証
協
会
と
協
調

し
て
次
の
よ
う
な
特
別
保
証
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
い

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○

町

村

の

制

度

▼
簡

易

小

口

資

金

保
証
金
額

五
〇
〇
万
円

期

間

五
年
以
内

利

息

年
率
八
・
二
〇
％

以
内

保

証

率

年
率
〇
・
八
五
％

▼
近

代

化

資

金

保
証
資
金

一
、
〇
〇
〇
万
円

期

間

七
年
以
内

利

息

年
率
七
・
八
〇
％

以
内

保

証

料

年
率
〇
・
八
五
％

そ
の
ほ
か
、
青
森
県
信
用
保

証
協
会
で
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
証
制

度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
い

つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
青
森
県
信
用
保
証

協
会
む
つ
支
所
（
登
○
一
七
五

－

三

丁

二
一
〇
四
）
ま
た

は
、
地
域
振
興
課
（
登
三
八
－

二
一
一

匸

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

建
設
業
で
働
く
み
な
さ
ん

「

建

設

業

退

職

金

共

済

制

度

」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
国
が
昭
和
三

十
九
年
に
建
設
業
の
労
働
福
祉

対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
創

設
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
の
特
長
は
、
一
般

の
退
職
金
制
度
と
は
異
な
り
建

設
業
界
で
働
く
限
り
、
事
業
所

を
変
わ
っ
て
も
、
事
業
所
に
雇

用
さ
れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し

て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

業
界
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
は
、
建
退
共
青
森
県
支
部

ま
で
。

酋
○
一
七
七
（
二
二
）
七
六
一
一

七
六
一
二

患者送迎バス運行日



県
立
八
戸
高
等
技
術
専
門
学
校

生

徒

募

集

フ

ヱ

、
定

員

及
匹

期

間

自
動
車
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

定
員
三
〇
名

二
年

三

級
自
動
車
整
備
士
養
成
施

設
、
取
得
率
一
〇
〇
％
）

機
械
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

定
員
二

〇
名

二
年

言

ン
ピ
ュ

ー
タ
制
御
工
作
機

械
・
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
技

術
者
養
成
）

設
備
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

定
員
一
石

各

一
章

（
電
気
・
消
防
設
備
、
自
動
制

御
装
置
・
冷
暖
房
設
備
の
施

工
技
術
者
養
成
）

募

集

対

象

者

高
等
学
校
卒
業
見
込
者

平

成
六
年
三
月
）
ま
た
は
高
等
学

校
卒
業
者

募

集

期

間

平
成
五
年
十
月
十
八
囗
～

十
一
月
十
九
日

選

考

日

程

平
成
五
年
十
一
月
二
十
五
囗

午
前
九
時
～
（
受
付
八
時
～

八
時
五
〇
分
）

年

間

経

費

①
授
業
料

無
料

②
教
科
書
等
の
費
用

年
間
二
〇
万
円
程
度

②
学
生
寮

●
食
費

月
二
五
、
〇
〇
〇

円
程
度

●
光
熱
水
費

二
、
〇
〇
〇

円

上

二
、
〇
〇
〇
円

詳
し

い
こ
と
は
、
県
立
八
戸

高
等
技
術
専
門
学
校
へ
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

酋
○
一
七
八
（
二
八
）
六
八
一
一

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
出
場
者
募
集

今
、
あ
な
た
が
何
を
思
い
、

何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
自
分

の
体
験
を
も
と
に
メ
ッ
セ
九

ン

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
生
き
生
き
と
し
た

率
直
な
メ
ッ
セ
上

ン
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

■

参

加

資

格

昭
和
四
十
三
年
一
月
十
六
囗

か
ら
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
性
別
、

職
業
、
学
歴
、
国
籍
は
問
い
ま

せ
ん
。

■

募

集

内

容

①

ア
ー
マ
は
自
由
で
す
。
自
分

の
体
験
を
も
と
に
、
自
分
自

身
の
思
い
や
考
え
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
れ
ば
内
容
は
問

い
ま
せ
ん
。

②
発
表
の
方
法
は
話
し
こ
と
ば

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
原
則
と

な
り
ま
す
が
、
発
表
の
中
に
、

歌
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

の
要
素
を
入
れ
た
り
、
二
人

や
三
人
で
話
を
展
開
す
る
と

い
っ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■

応

募

方

法

①
自
分
の
メ
ッ
セ
上
ン
を
四
分

三
〇
秒
以
内
で
発
表
し
終
わ

る
よ
う
に
、
原
稿
用
紙

面

○
○
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
三

枚
程
度
）
に
ま
と
め
る
か
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し

て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

②
必
づ

０ １
表
題
を
つ
け
て
く
だ

③
応
募
作

に
は
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
を
忘

れ
ず
に
お
書
き

く
だ
さ
い
。

④
応
募
は
未
発
表
の
も
の
に
隕

り
、
ご
応
募

い
た
だ
い
た
原

稿
、
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

■

締

め

切

り

平
成
五
年
十
月
一
日
窗

Λ
当
日
消
印
有
効
▽

※
詳
し
い
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青

森
放
送
局
「
青
春
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
係
ま
で

公
○
一
七
七
（
七
四
）
五
一
一
四

雲 芸 談 毘

の 暖かい心を ／

義 援 金 受 付 中

日本赤十字社青森県支部佐井村・分区

ワ月１２日 、午後１０時四分頃、北海

道南西沖を震源とする強い地震が発

生し 、津波等により北海道奥尻島を

中心に大き な被害に見舞わ れまし

プーニ。そし て現在なお 、被害が増えつ

つあります。ついては被災地の窮状

に鑑み 、被災者救援のため 、義援金

を受付します。受付場所は役場福祉

係窓口ですが地区にあつては 、各地

区分団長（総代）でも受付します。

期間 ７／１５～ ８／１５

（尚 、個別訪問はし たしま甘ん。）



国

保

の

し

お

り

国
保
税
率
改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
内
容
は

①

出
生
率
の
低
下
や
社
会
保

険
加
入
に
よ
る
被
保
険
者
の

大
幅
な
減
少
。

②

国
保
加
入
者
に
占
め
る
高

齢
者
の
増
加
。

③

老
人
医
療
費
の
大
幅
な
増

加
。

等
、
厳
し
い
運
営
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
村
内
加
入
者
の

不
均
衡
を
是
正
し
、
負
担
の
公

平
を
図
り
、
国
保
事
業
の
長
期

的
な
安
安
運
営
の
た
め
、
国
の

方
針
で
あ
る
保
険
税
の
平
準
化

に
沿
い
、
平
成
五
年
四
月
一
日

か
ら
、
税
率
改
正
を
実
施
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、
改
正
に
あ
た
り
、
基

金
等
を
取
り
崩
し
て
、
一
人
当

り
の
負
担
を
最
少
隕
に
お
さ
え

た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎

改

正

内

容

○
所
得
割
額
六
、
〇
％
↓

五
、

○
％
に
。

○
資
産
割
額
五
〇
％
↓

三
〇
％

に
。

○
均
等
割
額
一
六
、
八
〇
〇
円

↓

一
八
、
六
〇
〇
円
に
。

○
平
等
割
額
二
四
、
〇
〇
〇
円

↓

二
七
、
六
〇
〇
円
に
。

○
課
税
限
度
額
四
十
六
万
円
↓

五
十
万
円
に
。

医 療 費 の 状 況

〔４月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５９６人

退職者医療 加入者数６５人

老人医療 対象者数４８７人

健康ハートの日 ８月１０日

健康ハート週間 ８月１０～１６日

あ な た の ハ ー ト を

汐 心 汐 幼 少 夕

水のある豊かな暮５し
水資源を大切に／

水の日
８月１日・水の週間 ８月１～７日



世帯数・被保険者数の動向（単位：人・世帯数）

医 療 費 の 動 向（単位：百万円）



赦
育
だ
よ
う

第
二
十
一
回
佐
井
村
小
学
生

陸

上

競

技

大

会

雨
で
一
日
順
延
と
な
っ
た
第
二
十
一
回
佐
井
村
小
学

生
陸
上
競
技
大
会
が
六
月
二
十
八
日
、
佐
井
中
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
三
位
ま
で
）

○
一
年
男
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
位

蒔
田

剛
広

（
佐
井
）

１２
秒
５

二
位

山
本

伸

一
（
佐
井
）

１９
１秒
８

三
位

樋
口

有
正

（
佐
井
）

坪
谷

政
人

（
佐
井
）

１３
秒
０

○
一
年
女
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
位

和
田

郁
美

（
佐
井
）

１２
秒
６

二
位

佐
々
木
智
子

（
磯
谷
）

１２
秒
８

三
位

内
田

千
春

（
長
後
）

１２
秒
９

○
二

年
男
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
位

館
脇

慶
彦

（
佐
井
）

い１１１１一
秒
４

二

位

池
田
貴
亜
樹

（
原
哲

奥
本

智
彦

（
佐
井
）

い１１
秒
６

○
二

年
女
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
什一

太
田

園
香

（
佐
井
）

１２
秒
３

二

位

能
登

祥
江

（
佐
井
）

川
村

直
子

（
佐
井
）

１２
秒
４

○
三
年
男
子
百

メ
ー
ト

ル

一
位

宮
部

正

徳
（
牛
滝
）

１８
秒
４

二

位

佐
藤

俊
彦

（
原
田
）

１８
秒
６

三

位

福
田

知
彦

（
磯
谷
）

宮
川

修
平

（
佐
井
）

藤
田

和

博
（
佐
井
）

１８
秒
７

○
三
年
女
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位

横
浜

ゆ
か
り
（
磯
谷
）

１８
秒
４

二

位

山
田

泉
（
佐
井
）

１８
秒
６

三

位

田
中

悦
子

（
福
浦
）

１９
秒
０

○
四
年
男
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位

船
越

一
也
（
牛
滝
）

１７
秒
０

二

位

大
坂

賢

志
（
佐
井
）

１７
秒
５

三

位

菊
池

晃

一
（
佐
井
）

１８
秒
０

○
四
年
女
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位一

竹
内

信
子

（
牛
滝
）

１８
秒
３

二
位

加
藤
裕
美
子

（
原
生

１８
秒
４

三

位

山
本

佳
子

（
佐
井
）

１８
秒
６

○
五
年
男
子
百

メ
ー
ト

ル

一
位一

山
崎

英
臣

（
佐
井
）

１７
秒
０

二

位

福
田

佑
太

（
佐
井
）

１７
秒
６

三

位

福
田

賢

一
（
磯
谷
）

１７
秒
８

○
五
年
女
子
百

メ
ー
ト

ル

一
位

内
藤

春
菜

（
佐

井
）

１７
秒
５

二

位

山
口

美
雪

（
佐
井
）

１７
秒
６

三

位

坂
井

千
雪

（
牛

滝
）

能
登
留
美
子

（
佐

井
）

１７
秒
９

○
六
年
男
子
百

メ
ー
ト

ル

一
位

竹
内

晋
司

（
牛
滝
）

１５
秒
４

二

位

中
西

伸
吾

（
牛
滝
）

１５
秒
６

三

位

金
沢

篤
（
佐
井
）

正
村

光
成

（
佐

井
）

１６
秒
３

○
六
年
女
子
百

メ
ー
ト

ル

一
位

坂
井

麻
子

（
牛
滝
）

１６
秒
６

二

位

竹
内

美
貴

（
佐
井
）

１６
秒
７

三

位

池
田

貴
子

（
原
旦

１７
秒
２

○

一
年
男
子

三
百

メ
ー
ト
ル

厂
位

蒔

田

剛
広

（
佐
井
）

１
分

１０
秒
７

二
位

坂
井

祐
太

（
牛
滝
）

１
分

１４
秒
７

三
位

山

本

伸
一

（
佐
井
）

１
分

１６
秒

７

○

一
年
女
子

三
百

メ
ー
ト
ル

一
位
一

佐

々
木
智
子

（
磯
谷
）

１
分

１６
秒
６

二
位

内
田

千

春

（
長
後
）

１
分

１７
秒

２

三
位

竹
内

直
子

（
佐
井
）

１
分

２１
秒

８

○
二
年
男
子

三
百

メ

ー
ト
ル

一
位
一

池
田

貴
亜
樹

（
原
田
）

１
分

０５
秒

２

一
一
位

館

脇

慶
彦

（
佐
井
）

１
分

０７
秒

５

三
位

藤
田

啓
介

（
原
田
）

１
分
０７
秒

７

○
二
年
女
子
三
百

メ

ー
ト
ル

一
位

太
田

園
香

（
佐
井
）

１
分
１０
秒

３

二
位

磯
川

あ
ず
さ

（
佐
井
）

１
分
１２
秒

９

三
位

石
戸

絵
美

（
佐
井
）

１
分
１４
秒

４

○
三
年
男
子

八
百

メ

ー
ト
ル

一
位
一

宮
川

修
平

（
佐
井
）

３
分
０９
秒

７

二
位

宮

部

正

徳

（
牛
滝
）

３
分
１８
秒

１

三
位

館
脇

力

哉

（
佐
井
）

３
分
２２
秒
７

○
三
年
女
子

六
百

メ

ー
ト
ル

一
位

横
浜

ゆ
か
り

（
磯
谷
）

２
分
２６
秒
３

二
位

横
浜

春
美

（
佐
井
）

２
分
３４
秒
９

三
位

山
田

泉
（
佐
井
）

２
分
３６
秒
３

○
四
年
男
子
千
五
百

メ
ー
ト
ル

一
位
一

菊
池

晃

一
（
佐
井
）

６
分
０１
秒
Ｏ
Λ
大

会
新
▽

二
位

須
藤

優

一
（
佐
井
）

６
分
１５
秒
５

三
位

宮
木

豊
（
佐
井
）

６
分
２１
秒
３

○
四
年
女
子
八
百

メ
ー
ト
ル

一
位
一

池
田

彩
子

（
原
田
）

３
分
１８
秒
２

二
位

鹿
島

淳
子

（
佐
井
）

３
分
１９
秒
９

三
位

船
越

幸
子

（
牛
滝
）

３
分
２４
秒
９

○
五
年
男
子
五
百

メ
ー
ト
ル

一
位

蒔
田

章
通

（
佐
井

）

６
分
０９
秒
３

二

位

下
斗
米

満

（
原
田

）

６

分
０９
秒
５

三

位

金
井

正
伸

（
福
浦
）

６

分
２８
秒
３

○
五

年
女
子
八
百

メ
ー
ト
ル

一
位一

山
口

美
雪

（
佐
井
）

３

分
い１１
秒
０

二

位

内
藤

春
菜

（
佐
井
）

３

分
１６
秒
２

三
位

田
中

育
美

（
原
旦

○
六
年
男
子
五
百

メ
ー
ト
ル

一
位
一

金
沢

篤

（
佐
井
）

５

分
３８
秒
５

二
位

竹
内

晋
司

（
牛
滝
）

５

分
４３
秒
０

三
位

中
西

伸
吾

（
牛
滝
）

６
分

０４
秒
０

○

六
年
女
子

八
百

メ
ー
ト
ル

一
位

池
田

嗇
］子

（
原
田
）

２

分
５７
秒
３

二
位

竹
内

美
貴

（
佐
井
）

３
分

０５
秒
３

三
位

横
浜

昌
子

（
磯
谷
）

３
分

い１１
秒
１

○
四
年

男
子

走
り
幅
跳

び

一
位
一

船
越

一
也

（
牛
滝
）

３
ｍ

５０
ｍ

Λ
大
会
新
▽

二
位
大

坂

賢
志

（
佐
井
）

３
ｍ

３９
ｍ

Λ
大
会
新
▽

三
位
菊
池

晃
一

（
佐
井
）

３
ｍ

１８
ｍ

Λ
大
会
新
▽

○
四
年
女
子

走
り
幅
跳

び

一
位
一

内
藤

ま
ど
か

（
佐
井
）

２
ｍ

８５
ｍ

二
位

山
本

佳
子

（
佐
井
）

２
ｍ

６５
０１

三
位

船

越

幸
子

（
牛
滝
）

２
ｍ
６１
ｍ

○
五
年
男
子

走
り
幅
跳
び

一
位

山
崎

英
臣

（
佐
井
）

３
ｍ
６５
ｍ
Λ
大

会
新
▽

二
位

下
斗
米

満
（
原
田
）

３
ｍ
１０
ｍ

三
位

福
田

周

作
（
佐
井
）

３
ｍ
００

Ｊ

○
五
年
女
子

走
り
幅
跳
び

一
位

坂
井

千

雪
（
牛
滝
）

３
ｍ
１３

皿

二
位

山
口

美
雪
（
佐
井
）

能
登
留

美
子

（
佐
井
）

３
ｍ

０７
ｍ

○
六
年
男
子
走

り
幅

跳
び

一
位

竹
内

晋
司

（
牛
滝
）

４
ｍ

２３

０１
Λ
大
会

新
▽

二

位

中
酉

伸
吾

（
牛
滝
）

３
ｍ

９０
ｍ

三
位

滝
本

尚

太

（
長
後
）

３
ｍ
６２
ｍ

○
六
年
女
子
走

り
幅
跳
び

一
位

竹
内

美

貴

（
佐
井
）

３
ｍ

３３
ｍ

二

位

池
田

貴
子

（
原
田
）

３
ｍ

３１
ｍ

三

位

坂
井

麻
子

（
牛
滝
）

３
ｍ

２５
ｍ

○
四
年
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
一
位

船
越

一
也

（
牛
滝
）

４０
ｍ

１０
ｍ

二
位

宮
木

豊
（
佐
井
）

３９
ｍ

５９
ｍ

三
位

館
脇

健
二

（
佐
井
）

３８
ｍ

６９
ｍ

○
四
年
女
子
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
投

げ
一
位一

船
越

幸
子

（
牛

滝
）

２９
ｍ

２３

皿

二

位

横
浜
か
お
り

（
磯
谷
）

２７
ｍ

２８
ｍ

三

位

山
本

佳
子

（
佐
井
）

２３
ｍ

２３

皿

○
五
年
男
子
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
投

げ
一
位一

長
島

新
次

（
佐
井
）

４３
ｍ

７６
ｍ

二

位

三

尸

亮
介

（
佐
井
）

４３
ｍ

６９
ｍ

三
位

福
田

周
作

（
佐
井
）

４１
ｍ

２５

０１

０

五
年
女
子

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投

げ
一
位
一

山

口

美
雪

（
佐
井
）

３３
ｍ

２０
ｍ
Λ
大

会
新
▽

二
位

坂
井

千
雪

（
牛
滝
）

２７
ｍ

８０
ｍ

三
位

能

登
留

美
子

（
佐
井
）

２６
ｍ

０５
ｍ

○
六
年
男
子

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投

げ
一
什一

竹
内

晋
司

（
牛
滝
）

５９
ｍ

４９
ｍ
Λ
大

会
新
▽

二
位

佐
賀

宗

敬

（
佐
井
）

４７
ｍ

３８
ｍ

三
位

滝
本

尚

太
（
長
後
）

４７
ｍ

０３
ｍ

Ｏ

六
年
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ

一
位
一

池
田

嗇
］子

（
原
田
）

４１
ｍ

７３
ｍ
Λ
大

会
新
▽

二
位

田
中

和
美

（
福
浦
）

３８
ｍ

６０
ｍ

三
位

横
浜

昌
子

（
磯
谷
）

３６
ｍ
１４
ｍ



第
四
回
北
通
地
区
小
学
校

陸

上

競

技

大

会

七
月
十
一
日
、
佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
第
四
回
北

通
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
雨
が

降
り
続
く
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
グ
ラ
ン
ド
状
態
が
良
く
大
会

新
記
録
が
続
出
し
ま
し
た
。

佐
井
村
選
手
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
三
位
ま
で
）

○
四
年
男
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル

一
位

菊
池

晃
一
（
佐
井
）

５
分
４２
秒
４

○
四
年
男
子
走
り
幅
跳
び

二
位

菊
池

晃
一
（
佐
井
）

３
ｍ
３６
ｍ

三
位

大
坂

賢
志

佐
井
）

３
ｍ
３０
ｍ

○
五
年
男
子
走
り
幅
跳
び

三
位

山
崎

英
臣

佐
井
）

３
ｍ
５０
ｍ

○
六
年
男
子
走
り
幅
跳
び

一
位

竹
内

晉
司
（
牛
滝
）

４
１
６１
皿
Λ
大
会
新
▽

○
六
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
一
位

竹
内

晉
司

単

滝
）

６０
ｍ

６２
ｍ

○
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

三
位

今
内
晉
司

牟

竜
）

西
伸
吾

平

甘

言

」

金
沢

篤
（
佐
井
）

１
分
００
秒
４

○
五
年
女
子
八
百
メ
ー
ト
ル

三
位

山
口

美
雪
（
佐
井
）

２
分
５７
秒
５

○
六
年
女
子
八
百
メ
ー
ト
ル

一
位

池
田

音
学
（
原
巴

２
分
５３
秒
７

○
四
年
女
子
走
り
幅
跳
び

二
位

竹
内

信
子

千

滝
）

３
ｍ
０１
ｍ

○
五
年
女
子
走
り
幅
跳
び

三
位

坂
井

千
雪
（
牛
滝
）

３

…
４４
ｍ

○
六
年
女
子
走
り
幅
跳
び

三
位

竹
内

美
貴

徑

谷

３
ｍ
６４
ｍ

○
四
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
一
位
一

横
浜
か
お
り
（
磯
谷

２８
ｍ

３６
ｍ

○
五
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
三
位

山
口

美
雪
（
佐
井
）

３６
ｍ

４０
ｍ
Λ
大
会
新
▽

○
六
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
二
位

田
中

和
美
（
福
浦
）

３９
ｍ
６０
ｍ

○
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

三
位

今
内
美
音
］（
佐
井
）

里
貝
子
（
原
吉

、「
心

中
和
美
（
福
浦
） 」

坂
井
麻
子

年
滝
）

平成５年度 第２７回 朝野球成績



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

８ 。１１ヨ 現 在

交通事故死ゼロ

３
，
５６７

日

佐
井
村
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

三

、
五

〇
〇
日

達
成
記
念
並
び
に

交
通
死
ｔ
事
故
ゼ
ロ
の
日

四
、
一
（

二
日

目

標

総

決

起

大
会

六
月
二
十
五
日
、
ア
ル
ザ
ス

し
お
さ
い
牛
・‐
ル
を
会
場
に
、

佐
井
村
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

日
三
、
五
〇
〇
日
達
成
記
念
並

び
に
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
日

四
、
一
八
二
日
目
標
総
決
起
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
交
通
死
亡
事

故

ゼ
ロ
の
日
三
、
五
〇
〇
日
達

成
を
記
念
し
、
さ
ら
に
四
、
一

八
二
日
を
目
標
に
、
交
通
事
故

の
な
い
明

る
い
村
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
佐
井
小
学
校
の
児
童

の
意
見
発
表
や
、
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
の
決
意
表
明

が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
日
四
、
一
八
二
日
を

目
標
に
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
四
、
一
八
二
日
は
、

平
成
七
年
四
月
八
日
に

達

成

予

定

佐
井
村
中
央
公
民
館
選
俳
句
と
短
歌
教
室

俳

句菊
池

み
や

鉄
線
花
垣
根
越
え
で
る
丘
の
家

蝦
夷
地
の

灯
惶
め
き
連
な
る
夏
の
闇

万

緑

は

工
事
現
場
に
裂
か
れ
た
り

浜
中

よ
ん

夏
の
陽
に

人
び
と
雑
多
の
仏
ヶ
浦

夏

の
夜
を

句
友
と
語
る
刻
の
短
さ

夏
海
や

果
て
ま
で
鏡
の
如
く
照
り

石
戸
美
矢
子

観
光
の
老
若
男
女
夏
帽
子

夏
め
く
や

塗
り
変
え
て
い
し
船
の
色

裏
山

に
読
経
と
ど
く
夏

の
朝

夏
蝶
や

離
れ
て
一
つ
漁
夫
の
小
屋

田
名
部
ヒ
サ

葉
の
先
の

く
る
り
と
枯
れ
て
軒
菖
蒲

草
も
ろ
と
も

ミ
ペ
々
ベ
ズ
斬
ら
れ
し
走
り
梅
雨

ろ
う
ぉ
う

老
鴬
や
万
物
隠
す
濃
霧
か
な

遠
ざ
か
る
出
船
の
音
や
浜
豌
頭

切
口
よ
り
宙
を
覗
く
蕗
太
し

ア
カ
シ
ヤ
の

散
り
初
む
丘
や
薄
れ
月

鉄
線
花

螺
旋
の
支
柱
の
な
す
ま
ま
に

老
ふ
た
り

残
鶯
の
声
に
黙
し
お
り

三
上

敏

夏
の
月
願
掛
岩
の
海
煌
ら

句
友
集
う

ケ
ビ
ン
（

ウ
ス
に
夏
夜
の
灯

迷
え
つ
つ

俳
句
つ
ら
ね
し
夏
の
宿

（

マ
ナ
ス
の

匂
う
闇
夜
は
冷
え
迫
る

亡
き
母
の
気
配
残
り
し
夏

衣

願
房
の

川
岸
キ
ヨ
子

揺
れ
る
た
び
毎
香
の
強
し

淡
み
ど
り
の

蝶
に
出
合
い
て
草
刈
り
ぬ

半
月
を

背
に
浴
び
な
が
ら
投
凾
す

夏
の
風
呂
溢
る
る
音

奢

と
し

食
卓
に
旅
め
く
風
や
水
仙
花

潮
臭
さ

西
山

豊
彦

や
ま
せ

抜
け
ぬ
廃
船
ふ
く
山
瀬
風



第
十
四
回
交
通
安
全
毋
の
会

青
森
県
大
会
に
参
加
し
て

「
み
ん
な
で
育
て
よ
う
、
交

通
安
全
マ
イ
ン
ド
」

の
テ
ー
マ

で
、
七
月
二
日
に
青
森
市
民
文

化
会
館
で
県
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

『
自
分
や
人
の
生
命
を
な
に

よ
り
も
大
事
に
し
、
お
互
い
に

思

い
や
り
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ

る
よ
う
な
温
か

い
交
通
安
全
マ

イ
ン
ド
を
作
り
、
よ
り
元
気
に

仲
良
く
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
』
と
間
宮
会
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
青
森

県
は
飲
酒
運
転
の
多

い
県
で
、

少
し
で
も
交
通
事
故
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
「
飲
酒
運
転
し

な
い
、
さ
せ
な
い
署
名
運
動
」

を
実
施
し
、
当
初
一
〇
万
名
の

目
標
が
一
五
万

言

二
二
六
名
の

署
名
が
集
ま
り
、
青
森
県
警
察

本
部
長
と
県
知
事
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
の
あ
と
に
、

倉
石
村
と
今
別
町
か
ら
「
よ
り

よ
い
交
通
安
全
運
動

の
推
進
」

に
つ
い
て
活
動
発
表
さ
れ
、
大

会
宣
言
で
第
一
部
を
締
め
括
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
城
県
に
お
住
ま

い
の
、
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
園
の

元
園
長
を
勤
め
ら
れ
た
佐
藤
千

栄
子
さ
ん
の
記
念
講
演
に
は
い

り
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
で

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
話
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
オ
ア
シ
ス
運
動

（
お
は
よ
う
、
あ
り
が
と
う
、

し
つ
れ
い
し
ま
す
、
す
み
ま
せ

ん
）
を
大
切
に
し
、
あ
か
る
く
、

い
き
い
き
と
生
き
て
ほ
し
い
と

ま
た
、
三
つ
の
「
気
」
を
も
っ

て
（
元
気
で
、
根
気
強
く
、
勇

気
を
も
っ
て
）
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
に
も
同
じ

こ
と
が
い
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
事
故
の
な
い
明

る
い
村
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭 から

県内の交通事故概況（平成 ５年）
青森県交 通対 策協議会

８月１９日はバイクの日 －みんなで二輪車の安全を話し合いましょうー

二輪車を運転する皆さんへ

① 一時停止、徐行を確実に行 う。

② 安全な速度を保持し、カーブの手前ではスピードを落とす。

③ 交差点ではまわりの車や対抗車に注意する。

④ 進路変更や追越は、無理をせず余裕をもって行う。

⑤ ヘルメットを正しく着用する。

毎月 １回は交通安全家庭の日

１０日、２０日、３０日 は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る
バイクの日

平成元年 ワ月 、国で はバイクの安全な利用を 考える日とし て 、８月１９日を

「バイクの日」とし まし た。こ の機会にバイク運転 車はもちろ ん 、四輪車を

運転する人たちも 、バイクの特性 、事故の実態等について 理解を 深め 、バイ

クの安全な利用 につい て考え まし よう。

航
跡
の
山
瀬
風
を
背
な
に

継
ぐ
蝦
夷
地

大
石
健
次
郎

本
州
の
突
鼻
洗
う
五
月
波

若
布
刈
る

舟
競
い
つ
つ
光
り
浴
び

北
国
の
山
河
の
い
の
ち
草
若
葉

桂
月
忌

文
才
乏
し
き
わ
れ
の
酔
い

万
緑
を
抑
え
て
天
に
岩
手
山

時
鳥

満
々
の
ダ
ム
暁
は
じ
む

植
女
ひ
と
り
狭
間
の
隠
し
田
に

廃
城
の
石
垣
ゆ
る
み
夏
の
草

先
人
館

出
ず
れ
ば
凡
夫
に
夏
天
あ
り

放
牛
の

瞳

う
る
み
て
風
薫
る

南
部
路
は
山
多
く
し
て
雲
の
峰

短

歌

川
岸
キ
ョ
子

牲
丹
雪
降
り
出
で
し
空
に
希
い

け
り
病
養
う
師
の
癒
え
し
こ
と

冬
庭
の
荒
び
し
土
に
山
茶
花
の

紅

の
蕾
あ
ま
た
つ
き
お
り

年
輪
を

露

に
さ
ら
し
倒
れ
い

る
老
木
の
一
生
語
る
が
如
し

目
時

道
枝

独
夜
を
く
り
返
す
冬
終
り
た
り

春
を
位
置
す
る
北
斗
七
星

し
り
へ

め
か

採
り
終
え
て
島
を
後
方
に
和
布

刈
船
原
始

の
様
な
る
舵
取

る
男

ゆ
る
ゆ
る
と
恵
山
頂
上
に
陽
は

沈
み
あ
し
た
た
し
か
む
ご
と
月

昇
り
く

網
打
て
ば
船
べ
り
加
わ
し
海
神

の
裳
と
な
る
海
月
今
は
七
月

石
戸
美
矢
子

親
の
如
く
高
く
は
飛
べ
ぬ
予
雀

の
首
を
か
し
ぐ
る
仕
草

い
と
し

く去
年
の
実
の
二
つ
残
り
て
花
白

き
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
木
を
鳥
移
る

見

ゆ

大
石
健
次
郎

ア
カ
シ
ヤ
の
耀
う
花
む
ら
揺
ぎ

お
り

戦

に
暗
き
わ
れ
の
青
春

療
癒
え
還
り
て
今

ご
ろ
横
須
賀

の
特
攻
「
海
龍
」

の

Ｉ
人
と
な

り
き

（
昭
和
二
十
年
七
旦

○
毎
月
／
切
七
日
○
文
法

・
表

現
に
無
理
が
あ
れ
ば
添
削
○
送

稿
の
字
は
楷
書
○
作
品
数
は
自

由



保健婦だより

進んで

検診を

受けよう

～一年に一度は

健診を～

圃

受

け

よ

う

検

診

登

霖

頸

一

昭

で

き

ま

す

村
で
は
平
成
五
年
四
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
子
宮
が
ん
、
乳

が
ん
検
診
を
は
じ
め
、
肺
が
ん

検
診
、
結
核
検
診
、
胃
腸
病
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
基
本
健

康
診
査
の
前
半
分
を
終
了
し
ま

し
た
。

後
半
は
、
子
宮
が
ん
、
乳
が

ん
を
除
く
検
診
を
川
目
、
原
田

矢
越
、長
後
地
区
と
、両
佐
井
で

春
に
受
け
な
か
っ
た
方
を
対
象

に
、
８
月
の
保
健
事
業
の
欄
に

紹
介
し
て
あ
る
と
お
り
に
行
な

い
ま
す
。
今
回
は
出
稼
者
も
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
う

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
の
申
込
み
は
各
地
区
の

保
健
協
力
員
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

②

平

成

四

年

度

の

検

診

結

果

剛
各
種
検
診
の
受
診
状
況
を

平
成
三
年
度
と
比
較
し
て
み
る

と
、
子
宮
が
ん
検
診
以
外
は
い

く
ら
か
増
え
ま
し
た
。

＝
図
１
・
Ｅ凶
２
よ
り
＝

㈲
地
区
別
に
み
る
と
、
川

目
、
矢
越
地
区
は
会
場
の
都
合

で
ア
ル
ザ
ス
で
実
施
し
た
せ
い

か
受
診
率
は
減
少
し
ま
し
た
。

＝
図
３
・
図
］４
よ
り
＝

㈲
矢
越
地
区
の
が
ん
検
診
者

は
、
他
の
地
区
に
比
べ
最
近
受

け
て
い
な
い
人
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

※
村
で
は
平
成
三
年
度
か
ら
組

み
合
わ
せ
検
診
（
肺
が
ん
、
結

核
、
胃
腸
病
、
犬
腸
が
ん
、
基

本
検
診
）
を
行
な
い
、
一
回
で

ほ
と
ん
ど
の
検
診
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
数

の
多
い
会
場
は
多
少
混
み
合
い

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
順
調
に

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
受
け
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

図１ 基本検診受診率の推移

図２ がん検診受診率推移（村全体）



図３ 平成３年・４年度基本健康診査

地区ごとの受診状況

図４ 平成４年度各種がん検診

地区ごとの受診状況

自 覚 症 状 の な い う ち に

成人病には、病気の初期には自覚症状がなく、

手遅れになって発見されることも多いという特徴

があります。この自覚症状がない時期に成人病を

早期発見するのが健診（検診）です。

早 期 発 見 が 決 め 手 の ガ ン と 検 診

「 がんば恐しい病気である」 とふつ う

考 えられています。

また、 がんであっ という 間に亡 くなる

人が多い ことかや不治の病 と考 えてい る

人が 少なくあり ません。

し かし 近年は 検診 の普及、治 療法の 進

歩 などにより、早期に発見 されたが んは、

早期 治療 によって完全 に治すこ とも可 能

で す。

８ 月 の 保 健 事 業

５日（木）

１２出木） 健康相談 囗

１８囗［水

］

受付時間

２７日（金） 午前９時～１２時

場所 役場健康相談室

電話での相談 も受付けし ますの

で、お気軽にご利用ください。

４出水） 牛滝地区基本健康診査の

結果報告会

場所 牛滝集会所

時間 午前１０時～

午後１時まで

１１臥水） リハビリ教室

場所 高齢者生活福祉センター

時間 午後１時～３時

肺が ん検診・胃がん検診・大腸が

ん検診・基本健康診査

１９囗（木） 両佐井地区で ５月の検診

未受診者

場所 アルザス

２０日比） 川目地区対象

場所 川目地区生活改善センター

２４囗㈹ 原田地区及び北進機工対

象

場所 原田地区生活改善センター

２５臥水） 矢越地区対象

場所 矢越地区生活改善センター

２６［］休） 長後地区対象

場所 長後地区生活改善センター

２４［］㈹ 磯谷地区健康教室

場所 磯谷地区漁民研修センター

時間 午後６時３０分～

内容 野田頭佐井診療所長の衛

生講話

テーマ 脳卒中予防について

３拐 ㈹ 乳児 一三歳児健診

場所 アルザス

時間 午後１２時３０分～午後 ３時

（受付時間１２時３０分～

対象
１２時４５分まで）

（乳児）平成５年４月生

平成５年１月生

平成４年８月～１０月生

⑤ 歳児）

平成２年１月～

平成２年３月生



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｏ ０１７７－２３－２３７９

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

国
税
庁
を
け
じ
め
、国
税
局
、

税
務
署
で
は
、
全
国
の
高
校
生

の
み
な
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○

応

募

資

格

高
校
生
に
隕
り
ま
す

○

テ

ー

マ

税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考
え

て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、
税

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で

も
結
構
で
す
。

○

応

募

数

一
人
一
編
、
三
千
字
以
内

○

締

切

九
月
十
日

（
言

ま
で
最
寄

り
の
税
務
署
言｛
ス
け
付
け
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

総
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

年

金

と

税

我

が
国
は
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、

老
後
の
生
活
設
計
等
に
対
す
る

関
心
も
高
ま
り
っ
っ
あ
り
ま
す
。

そ
の
老
後
の
生
活
の
支
え
と
し

て
年
金
は
重
要

な
役
割
を
果
た

し
ま
す
が
、
年
金
や
恩
給

が
支

払
わ
れ
る
際
に
は
、
年
金
等
の

種
類
や
受
給
者
の
年
齢
な
ど
に

応
じ
て
一
定
金
額
を
控
除
し
た

残
額
に
対
し
、
原
則
と
し
て
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
に
よ

る
所

得
税
の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

国

民

年

金

に

加

入

手

続

き

を

し

ま

し

よ

う

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
だ

れ
も
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
制
度
で
す
。

こ
の
国
民
年
金
は
、
老
後
の

生
活
を
支
え
て
く
れ
る
、
公
的

年
金
制
度
で
す
。

ま
た
、
万
一
、
不
慮
の
事
故

や
病
気
で
身
体
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
を

失
っ
た
と
き
に
も
年
金
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

長
い
人
生
を
ず
っ
と
支
え
続

け
る
国
民
年
金
。

老
後
の
、
そ
し
て
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
ま
だ
加
入

し
て
い
な
い
方
は
今
す
ぐ
、
役

場
の
国
民
年
金
係
へ

持ってますか

年 金 手 帳



老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら

国

民

年

金

証

書

を
提
出
し
ま
し
よ
う

老
齢
福
祉
年
金
は
、
全
額
か

国
の
負
担
で
支
給
さ
れ
て

い
ま

す
。こ

の
た
め
、
老
齢
福
祉
年
金

を
受
け
て

い
る
本
人
・
配
偶
者
・

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
上
あ
る
と
き
や
、
他

の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と

き
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
一
部

ま
た
は
全
額
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。

こ

れ
ら

の
こ
と
を
確
認
し
、

今
年

の
八
月
か
ら
来
年
七
月
ま

で
の
一
年
間
、
年
金
が
受
け
ら

れ
る
か
審
査
し
て
、
十
一
万

と

来
年
四
月
期
支
払
欄
に
金
額
を

記
入
す
る
た
め
仁
証
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
し
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
を
忘
れ
た
り
す
る
と
、
十
一

月
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
八
月
期
の
年
金

を
受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
国

民
年
余
証
書
（
緑
色
の
手
帳
）

を
役
場
国
民
年
金
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

８ ，３ １
Ｅｌｌよ

村 県 民 税（２期）の

納 期 限 で す

＝納付内納付に
ご協力ください＝

保
険
料

納

め
忘
れ
て

い
ま
せ

ん
か
冖
‥

高
い
山
の
頂
に
残
っ
た
雪
渓
が
、

真
夏
の
強
烈
な
太
陽
を
受
け
て
白

銀
に
輝
く
さ
ま
は
、
心
洗
わ
れ
る

風
景
で
す
。
夏
山
登
山
の
魅
力
の

一
つ
は
、
こ
の
雪
渓
で
す
。

雪
渓
と
い
う
の
は
、
高
山
の
へ

こ
ん
だ
斜
面
や
深
い
渓
谷
を
う
ず

め

た

雪

が

、
夏

も
消

え

ず

に

残

っ

て

い

る

も

の
で

す

。

氷

河

の

侵

食

作
用

に
よ

っ
て

で

き
た

カ
ー

ル

（

巻

き
谷

）
に

、

よ

く

見

ら

れ

ま

す

。
盛

夏

は

溶

け

て

し

ま

う

も

の

も

あ
り

ま
す

が

、

万

年
雪

と
し

て

残

っ
て

い
る

も

の

も

あ
り

ま

す

。

雪

渓

は

、

表
面

が

融

解
や

凍

結

を

繰

り

返

し

て

、
氷

の
よ

う

に
な

っ

て

い

ま

す

。

有

名

な

雪

渓

は

、

剣
岳

（

富

山

県

）

の
剣

沢

雪

渓

、

立

山

（
富

山

く
ら
の
す
け

し
ろ
う
ま

県

）

の

内

蔵

助

雪

渓
、
白

馬

岳
（

長

野
・

富

山

県

）

の

白
馬

大

雪

渓
な

ど
で

す

。

特

に

白
馬

は
、

お
花

畑

が
魅

力

で

す

。

雪

渓

の

あ

る
山

に

は
、

高

山

植

物

の

群
落

が

見

ら

れ

る
二

と
が

多

い

の

で

す

。

以

前

は

、

雪

渓

ま
で

登

る

の
は

、

ほ
と
ん
ど
若
い
登
山
者
で
し
た
が
、

最
近
は
中
高
年
者
の
登
山
熱
が
盛

ん
に
な
り
、
多
く
の
人
が
雪
渓
を

楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
交

通
が
便
利
に
な
り
、
雪
渓
の
そ
ば

ま
で
車
道
が
で
き
、
雪
渓
バ
ス
ツ

ア
ー
で
カ
ラ
フ
ル
な
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
に
身
を
包
ん
だ
団
体
が
、
ど
っ

と
押
し
寄
せ
る
風
景
も
見
ら
れ
ま

す
。
二
の
た
め
、
雪
渓
の
一
部
を

滑
走
禁
止
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り

ま

す

。

八

月

一

～

七
日

は

、「

観

光

週

間

」

で

す

。

わ
た

し

た

ち

の
貴

重

な

観
光

資
源

（

自

然

や

名

所

・

旧

跡
な

ど

）
を

一

人

一
人

が

大

切

に
し

、

あ
と

か
ら

く

る

人

も

気
持

ち
よ

く

楽
し

め

る
よ

う

に
、

ル

ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
観
光
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。



紅
葉
お
ろ
し
の
上
手
な
作
り
方

－

唐
辛
子
を
大
根
に
差
し
込
む

て
ん
ぷ
ら
や
鍋
も
の
の
薬
味

と
し
て
、
欠
か
せ
な
い
の
が
紅

葉
お
ろ
し
で
す
。
大
根
の
風
味

と
唐
辛
子
の
辛
味
の
調
和
が
と

れ
、見
た
目
に
も
き
れ
い
で
す
。

地
方
に
よ
っ
て
は
、
紅
お
ろ

し
、
赤
お
ろ
し
な
ど
と
も
呼

ば

れ
て
い
ま
す
。

唐
辛
子
が
満
遍
な
く
混
じ
り

合
っ
た
糺
葉
お
ろ
し
を
作
る
の

は
、
簡
単
な
よ
う
な
意
外
と
む

ず
か
し

い
も
の
。「
大
根
を
お
ろ

し
て
、
そ
れ
に
市
敗
の
一
味
唐

辛
子
を
混
ぜ
れ
ば
簡
単
に
作
れ

る
」
と
い
う
方
も
い
る
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
で
は
紅
葉
お
ろ
し

独
持
の
辛
味
や
風
味
が
で
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
上
手
に
お
ろ
す
方

法
を
一
つ
。
大
根
に
（

シ
の
先

を
使
っ
て
穴
を
開
け
、
そ
こ
に

種
を
取
っ
た
赤
唐
辛
子
（
タ
カ

ノ
ツ
メ
）
を
差
し
込
み
、
一
緒

に
オ
ロ
シ
ガ
ネ
で
擦
り
お
ろ
す

の
で
す
。
こ
う
す
る
と
、
唐
辛

子
が
満
遍
な
く
混
じ
り
合
っ
た

紅
葉
お
ろ
し
が
で
き
ま
す
。

紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
の
に
む

ず
か
し
い
点
は
、
擦
っ
て
い
る

途
中
で
差
し
込
ん
だ
唐
辛
子
が

抜
け
落
ち
た
り
、
ち
ぎ
れ
た
り

し
て
失
敗
す
る
こ
と
。
上
手
に

お
ろ
す
コ
ッ
は
、
大
根
を
傾
け

な
い
で
真
っ
す
ぐ
に
立
て
、
ゆ

っ
く
り
お
ろ
す
こ
と
で
す
。
乾

い
て
い
る
唐
辛
子
を
使
う
と
、

途
中
で
ち
ぎ
れ
や
す
い
も
の
で

す
。
ぬ
る
ま
湯
に
五
分
ほ
ど
浸

し
て
か
ら
、
大
根
の
穴
に
差
し

込
ん
で
お
ろ
す
と
、
比
較
的
上

手
に
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
の
方
法
は
、
包
丁

が
切
れ
目
を
入
れ
た
大
根
や
、

輪
切
り
に
し
、
さ
ら
に
縦
に
二

つ
切
り
し
た
大
根
の
間
に
、
唐

辛
子
を
入
れ
る
方
法
で
す
。
そ

こ
に
、
水
で
戻
し
て
種
を
取
り

出
し
た
唐
辛
子
を
、
大
根
に
は

さ
み
ま
す
。

二
つ
に
切
っ
た
大
根
は
、
輪

ゴ
ム
で
縛
り
固
定
し
て
お
ろ
し

ま
す
。
こ
の
場
合
、
大
根
を
手

で
強
く
握
っ
て
お
ろ
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
唐
辛
子

が
犬
根
か
ら
抜
け
落
ち
る
の
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
き
れ

い
な
紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
た
め

に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
で
す
。

食品衛生 週間

（８月 ２～ ８日）

満１歳になります

嶋 一 樹 ちゃん

（博幸・千恵子）
長 後

戸籍の窓口
ワ月１４日現在

Ｏ お誕生おめでとう

畠 中 一 磨（清 孝）大佐井

○ご結婚おめでとう

｜川 端 光 広 （東通村）

大 石 美加子 （長 後）

｜舘 脇 誠 （矢 越）

石 垣 明 美（秦野市）

１岩 嵜 有 良（氏家町）

太 田 靖 子（大佐井）

｜石 戸 正 浩（古佐井）
黒 澤 幸 子（南箕輪村）

｜藤 枝 嵩（大間町）

竹 内 い ち子（牛 滝）

田 中 幸 也（磯 谷）Ｇ

ヽ 黒 幸 江 （大宮市）

Ｏ おくやみ申し上げます

下 山 ト マ（ 登 ）川 目

高 橋 栄 子（善四郎）古佐井

６月３０日現在人口（前月比）

男 １，７８２（－ ３）

女 １；７９８（－ ３）

計 ３，５８０（－６）

世帯数 １，１０８（－ １）
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